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誌上  進路指導ケーススタディ

 進路を決めかねている
 生徒への対応は？

文理選択や学部・学科選択、就職企業や受験校選びなど、
進路探索の中で、生徒はさまざまな意思決定を行っています。
そのため進路指導では、生徒の意思決定をしっかりサポートしていくことが大切になります。
そこで今回は、「決められない」「迷う」「どうしたらいいかわからない」などの
悩みへの相談で基本となる「意思決定理論」を取り上げます。

取材・文／清水由佳　イラスト／おおさわゆう

こ ん な ケ ー ス
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績
が
下
が
り
、部
活
と
の

両
立
に
悩
む
2
年
生

2
志
望
校
選
び
の

相
談
に
き
た
2
年
生

3
成
績
が
伸
び
ず
受
験
校

変
更
を
考
え
る
3
年
生

第13回

かりまざわ・はやと●1986年岩手大
学工学部卒業後、岩手県の公立高校
教諭に。早稲田大学大学院教育学研
究科後期博士課程単位修得退学。
教育学、教育カウンセリング心理学を
専門とする。2015年4月より現職。

会津大学　文化研究センター
教授　
苅間澤 勇人先生
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長
年
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
機
関
に
お
け
る

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

臨
床
家
と
し
て
、
主
に
キ
ャ
リ
ア
発
達
に
お

け
る
意
思
決
定
に
関
す
る
研
究
を
深
め
た

の
が
ハ
リ
ィ
・
ジ
ェ
ラ
ッ
ト（H

a
rry B

.
G
elatt

）で
す
。
特
に
、
ジ
ェ
ラ
ッ
ト
が
自
身

の
研
究
前
期
に
提
唱
し
た「
連
続
的
意
思

決
定
プ
ロ
セ
ス
」と
、
後
期
に
提
唱
し
た「
積

極
的
不
確
実
性
」は
、
生
徒
の
進
路
探
索

の
モ
デ
ル
と
な
る
基
礎
理
論
と
し
て
ご
存
知

の
先
生
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

 

「
連
続
的
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
」で
は
、
何

を
決
め
る
か
と
い
う
目
標
を
立
て
、
情
報

収
集
を
行
う
中
で
、
選
択
可
能
な
選
択
肢

そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
を
予
測
す
る「
予
測(

予

期)

シ
ス
テ
ム
」
と
、
そ
の
予
測
結
果
が
自

分
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
好
ま
し
い
か
を
評
価

す
る「
価
値(

評
価)

シ
ス
テ
ム
」、
そ
の
結

果
が
本
来
の
目
標
や
目
的
に
合
っ
て
い
る
か

を
判
断
し
決
定
す
る「
基
準（
決
定
）シ
ス
テ

ム
」と
い
う
３
つ
の
プ
ロ
セ
ス
で
判
断
し
、
意

思
決
定
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た（
図
参
照
）。
特
に
ジ
ェ
ラ
ッ
ト
は
、

「
価
値（
評
価
）シ
ス
テ
ム
」に
お
け
る
人
間

が
陥
り
や
す
い
主
観
的
な
誤
り
を
避
け
る
た

め
、
客
観
的
で
実
証
的
な
デ
ー
タ
の
収
集

と
検
討
の
必
要
性
を
示
唆
し
ま
し
た
。

　

こ
の
連
続
的
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
は
、
生

徒
が
自
分
な
り
の
将
来
へ
の
目
標
や
希
望

を
決
め
、
情
報
収
集
を
行
い
、
比
較
検
討

の
う
え
決
定
す
る
と
い
う
、
進
路
探
索
の

流
れ
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
こ

の
直
線
的
と
も
と
れ
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス

を
補
う
必
要
性
を
感
じ
た
ジ
ェ
ラ
ッ
ト
は
、

「
積
極
的
不
確
実
性
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
未
来
は
予
測
で
き
な
い
も
の
で
、

創
造
さ
れ
発
明
さ
れ
る
も
の
。
だ
か
ら
こ

そ
、
社
会
の
不
確
か
さ
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
、
思
慮
深
い
創
造
性
と
直
感
、
柔

軟
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
意
思
決
定
に
は

必
要
だ
と
唱
え
ま
し
た
。

　

連
続
的
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
が
合
理
性
に

基
づ
く
左
脳
的
考
え
方
だ
と
す
る
と
、
積

極
的
不
確
実
性
は
右
脳
的
思
考
を
加
え
た

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
情
報
の
取
捨
選
択
や
意
思
決
定
に

お
い
て
、
合
理
的
側
面
だ
け
で
な
く
、
夢
や

創
造
性
な
ど
も
重
要
で
あ
る
と
ジ
ェ
ラ
ッ
ト

は
説
き
ま
す
。
し
か
も
、
夢
や
目
標
は
絶
対

的
な
も
の
で
は
な
く
、
自
分
で
情
報
収
集

し
、
い
ろ
い
ろ
試
す
中
で
、
少
し
ず
つ
柔
軟

に
変
化
さ
せ
て
い
く
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。

　

進
路
探
索
で
も
、
絶
対
的
な
目
標
を
も

つ
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
く
、
探
索
し
な

が
ら
現
実
と
す
り
合
わ
せ
を
し
、
情
報
収

集
と
意
思
決
定
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と

が
必
要
に
な
る
と
い
え
ま
す
。

図 連続的意思決定プロセス（Gelatt,1962）

結果

目的・目標

データ（情報収集）

＜決定に向けた過程＞
・予測（予期）システム
・価値（評価）システム
・基準（決定）システム

最終的決定 探索的決定

探索の方法

進路指導に役立つ理論●ジェラットの意思決定理論

理論を活かす
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生徒：成績が下がっちゃって、部活なんかしているか
らだって親が…。それで、いい加減、受験勉
強に切り替えたほうがいいから、部活を辞めるよ
うに言われたんです。

先生：一応、保護者会などでは、部活に入っている
生徒は一時的に成績が下がっても、受験期に
なると切り替えて集中できるって説明したりしてる
んだけどな。 

生徒：そうなの？　私はあと半年で引退だし、ここまで
がんばってきた仲間と一緒に引退したい。

先生：その気持ち、親ともう少し話し合ってみたら？

生徒：志望校調査なんだけど、どこを書けばいいのか
相談したくて。特にこれといって勉強したいこと
があるわけじゃないし。大学に行くのも、とりあ
えず進学しておいたほうがいいかなくらいだし。

先生：将来やってみると面白そうと思う仕事や、興味
のある職業とかはないのかな？ 

生徒：ああ、将来は安定した生活を送りたいから、公
務員なんかはいいかなと思っている。だとしたら、
やっぱり法学部？

先生：そうだな。国公立の法学部あたりだと、まあ着
実に勉強は活かせると思うよ。

生徒：先生、どうしよう。この前の模試が悲惨で、こ
のままだとまったく受かる気がしない…。 

先生：でも、まだ冬休みがあるし、ここからの直前の
追い込み次第というのも、実は結構あるよ。 

生徒：だけど、浪人は絶対できないから。やっぱり、
志望校のランク下げたほうがいいのかな？ 

先生：安易にランクを下げると、本来受かるはずのとこ
ろまでダメになりがちだから要注意だぞ。

生徒：じゃあ、同じ学校で学部・学科関係なく、片っ
端から受けてみるとか？

先生：入学後に勉強がつまらないってならないか？

ケ ー ス 1

ケ ー ス 2

ケ ー ス 3

成績が下がり、保護者から
部活を辞めるように迫られている2年生

とりあえず将来は公務員かなと思い
志望校選びを相談にきた2年生

受験を目前にして成績が伸び悩み、
受験校のランクを下げたいという3年生

そ
の
場
だ
け
の
意
思
決
定
で
は
な
く

連
続
的
に
継
続
し
て
支
え
て
い
く

　

こ
の
よ
う
に
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を
全
否
定

さ
れ
て
困
っ
て
い
る
生
徒
の
場
合
、
意
思
決
定
の
プ

ロ
セ
ス
を
支
え
て
あ
げ
る
よ
う
な
関
わ
り
、
寄
り
添

う
姿
勢
が
ま
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。
意
思
決
定
す

る
瞬
間
だ
け
で
な
く
、
連
続
的
に
プ
ロ
セ
ス
全
体
に

関
わ
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
多
く
の

先
生
が
な
さ
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
ジ
ェ
ラ
ッ
ト
の

連
続
的
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
流
れ
で
す
。
デ
ー
タ

や
資
料
を
基
に
考
え
ら
れ
る
選
択
肢
を
で
き
る
だ
け

挙
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
肢
が
自
分
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
価
値
が
あ
り
、
ど
ん
な
結
果
が
想
定
さ
れ

る
か
を
予
測
し
て
い
く
。
教
師
は
、
生
徒
だ
け
で
は

気
づ
け
な
い
多
く
の
客
観
的
な
事
実
や
デ
ー
タ
を
示

し
、
考
え
る
後
押
し
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

夢
や
希
望
を
創
造
し
て
い
け
る
よ
う
な

多
く
の
可
能
性
を
示
し
て
あ
げ
る

客
観
的
な
デ
ー
タ
を
多
く
示
し

一
緒
に
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る

　

ジ
ェ
ラ
ッ
ト
は
、
夢
や
希
望
・
目
標
な
ど
も
不
変

で
は
な
く
、
創
造
的
な
も
の
で
あ
る
と
説
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
キ
ャ
リ
ア
の
意
思
決
定
で
は
、
夢

を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
も
強
調
し
て
い
ま
す
。「
特
に

や
り
た
い
こ
と
が
な
い
」
な
ど
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
生

徒
に
は
、
自
分
な
り
の
夢
が
抱
け
る
よ
う
な
関
わ
り

方
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
で
そ
の
生
徒
が

が
ん
ば
っ
て
い
た
こ
と
や
、
そ
こ
で
発
揮
し
て
い
た
本

人
も
気
づ
い
て
い
な
い
よ
う
な
力
を
示
し
て
あ
げ
て
、

そ
れ
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
た
く
さ
ん
情
報
提
供
す

る
こ
と
も
、
生
徒
自
身
が
納
得
し
て
夢
を
選
び
取

る
た
め
の
視
野
を
広
げ
る
助
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

不
安
で
身
動
き
が
で
き
な
い
生
徒
に
は
、
一
般
論

で
の
励
ま
し
で
は
な
く
、
自
分
な
り
の
目
標
設
定
と
、

意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
客
観
的
な
多
く
の
デ
ー
タ
も
不
可
欠
で
す
。
そ

れ
は
、
ジ
ェ
ラ
ッ
ト
が
指
摘
し
た
、
意
思
決
定
の
ス
テ

ー
ジ
に
お
け
る
価
値（
評
価
）シ
ス
テ
ム
で
の
人
間
が

陥
り
や
す
い「
主
観
的
可
能
性（
自
分
の
興
味
に
関

連
し
て
い
る
と
望
ま
し
い
も
の
に
思
え
て
し
ま
う
）」

に
縛
ら
れ
な
い
た
め
に
も
必
要
で
す
。
と
は
い
え
、

焦
っ
て
い
る
生
徒
が
自
分
で
そ
の
客
観
的
な
デ
ー
タ

を
集
め
て
検
討
す
る
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
難
し

い
の
も
事
実
で
す
。
そ
こ
で
、
教
師
が
プ
ロ
セ
ス
を

示
し
、
一
緒
に
や
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
姿
勢
で
関
わ
れ

る
と
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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生徒： 成績が下がっちゃって、部活なんかしているからだって
 親が…。
先生： 成績が下がったのを、部活のせいにされてしまったんだね。
生徒： そうなんですよ。それに、いい加減、受験勉強に切り替
 えたほうがいいから、部活を辞めるように言われて。
先生： 部活を辞めれば、受験勉強に打ち込めるようになりそうかな？
生徒： う～ん、どうかなあ…。せっかくみんなでがんばってきたし、
 あと半年で引退だからみんなと一緒に引退したいし。
先生： そうか。じゃあ、まずは、部活を続けた場合と辞めた場

合の、それぞれメリット・デメリットをたくさん書き出したり、
部活で本当に勉強時間がとれないのかどうか生活時間
の見直しをしてみようか。あと、成績が落ちたというのは、
具体的に何がどう落ちたのか、データを見てみよう。

生徒：志望校調査なんだけど、どこを書けばいいのか相談し
たくて。 

先生：何か漠然とでも、やってみたいことはあるの？ 
生徒：う～ん、特にこれといって勉強したいことがあるわけじゃな

いし。大学に行くのも、とりあえず進学しておいたほうが
いいかなくらいだし。

先生： 1年生の時、地域の商店街のイベントのお手伝いをク
 ラスでやって、一生懸命資料作りをしていたって聞い
 たけど？
生徒： ああ、あれね。みんなでお祭りっぽくて楽しかった。
先生： 修学旅行の前にも、事前調査をしっかりやっていたよね。
生徒： 調査や情報収集したりするの、結構好きなんですよね。 

生徒：先生、どうしよう。この前の模試が悲惨で、このままだと
まったく受かる気がしない…。

先生：模試の判定が悪くて不安になっているんだね。
生徒：そう。勉強結構やっていたのに、合格判定が上がるどこ

ろか、下がってしまって。
先生：勉強はかなりがんばってやっていたんだ。どんなふうに勉

強していたの？
生徒：平日は、毎日4時間くらいやって、休日は図書館で朝から

夕方までがんばっていたけど…。
先生：ちなみに、特に対策を意識していた教科や範囲はあるの

かな？
生徒：えっと～（と、対策についての具体的な話をしはじめる）

＜例えば、こんなやりとりへ＞

＜例えば、こんなやりとりへ＞

＜例えば、こんなやりとりへ＞

苅間澤先生の
ワンポイントアドバイス

情報収集から意思決定を
何度も繰り返す支援が大切

『新版キャリアの心理学【第2版】
 ―キャリア支援への発達的アプローチ』
渡辺三枝子編・著　ナカニシヤ出版

キャリアカウンセリングの基礎的な理論として、ジェラ
ットを含め９人の代表的研究者の理論とその背景な
どを解説。

　キャリアにおける意思決定は、一直線に
スムーズに進むことはまずありえません。目
標に向けて情報を収集し検討する中で、当
初考えていたこととは異なる事実に直面し
たり、自分自身の思いも変化したり。そのた
びごとに元に戻り、何度でも情報収集から
繰り返す必要があります。社会の変化も激
しい現代では、特にジェラットが唱えた積極
的不確実性は大切な考え方になります。
　そこで教師が果たす役割は、「決める」こ
とを急がせたり、決めた事実だけを受け取る
のではなく、データをたくさん示しながら時に
は元に戻す役割を果たしたり、繰り返し試行
錯誤することを怖がらなくてよいと一緒にプ
ロセスをたどり、支援していくことです。
　せっかく入った大学からドロップアウトした
り、働き始めてもすぐに辞めてしまったりする
のは、この十分な意思決定のプロセスを踏
むことなく決めたことも原因の一つといえま
す。進路探索の意思決定プロセスは、キャリ
ア形成における6段階、①自己理解　②職
業理解　③啓発的な経験　④キャリア選
択による意思決定　⑤方策の実行　⑥
職業適応の、①から③の段階ともいえる重
要な部分です。進路相談では、生徒が繰り
返し考えられるような言葉かけを大切にして
もらいたいと思います。
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